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各
部
の
目
標

総務部の目標
（2）

　激甚化する自然災害など困難な課題に果敢に立ち向かう気概を持
ち、多様なニーズに柔軟に対応できる人材の育成を図ります。また、
市税などの自主財源の確保に努め、効率的で効果的な行財政運営に取
り組んでまいります。
　さらに、DX の推進により市民サービスの向上を図るとともに、情
報の積極的な開示と厳正な管理により、開かれた信頼できる市政を実
現してまいります。

●研修等により職員の能力向上を図り、最適な組織編成を行うことで、質の
高いサービスを提供します。

●個人情報を適切に管理し、市政に関する情報を早く正確に開示することに
より、市民は市政を信頼し、安心して暮らすことができます。

●日常生活において豊かさを実感できる財政基盤の強いまちを目指します。
●公平公正な入札・契約に取り組むとともに、市民が安心して生活できる社

会基盤づくりを目指します。（工事契約検査室）

●デジタルで拓く、質の高い市民サービスの実現と持続可能な行政経営を目
指します。

●納税者の自主納付により安定した行政サービスを持続的に提供できる財源
を確保します。

【 実現に向けて 】

市民の信頼に応える
行政を推進します

総務課

財政課

税務課

行政経営課



2
各部の目標

市民の信頼に応える行政を推進します
● 総務部の目標
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　人口減少による地域活力の低下や頻発する自然災害などへの対応に加え、人々の価値観が
多様化する中で、きめ細やかな行政サービスの提供が求められています。
　限られた財源で、様々なニーズに応えていくためには、効率的・効果的な行政運営が不可
欠であります。

●適時適切な組織機構の見直しを行うとともに、社会経済情勢等の急激な変化に対応するた
め必要に応じてプロジェクトチームなどの特別な組織を編成し、市民の要望に迅速に対応
します。

●必要な職種や職員数を確保するため、新たな定員管理計画を策定します。
　

●階層別の研修や専門的な知識を高める研修に加え、政策形成や条例立案など大局的な考え
を養う研修科目を職員に受講させることで、一人ひとりの能力を向上させ、社会経済情勢
の変化に柔軟に対応できる人材を育成します。

●目まぐるしく変化する社会環境に対応するため、職員の政策形成能力等の向上と、機能的
で創造性のある組織の構築を図る必要があります。

●職員の能力や実績、適性等に応じた人事管理を行い、心身ともに健康で安心して働くこと
ができる環境整備を図る必要があります。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い

▪ 課題を解決するための取組み

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

最適な組織体制の構築

適正な人材の管理と人材の育成

研修等により職員の能力向上を図り、
最適な組織編成を行うことで、
質の高いサービスを提供します。

めざすまちの姿❶

総
務
部
の
目
標 

｜ 

総
務
課

総務課
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各
部
の
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｜ 

総
務
部

●人事評価や意向調査により、職員の能力や適性、希望を把握し、能力を十分に発揮できる部所
に配置します。

●各種検診やメンタルヘルス講習会等を実施し、職員の心身の健康維持に努めます。

●人材育成基本方針関連する
計画

公務員倫理・接遇研修



2
各部の目標

市民の信頼に応える行政を推進します
● 総務部の目標
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　市が保有している個人情報が不適切に扱われた場合は、市政に対する信頼が失われます。
　このため、管理体制を強化し、個人情報の保護を徹底していく必要があります。
　また、市政の情報について、求めに応じ正確かつ迅速に公開することで、市政に対する理
解と信頼が深まります。

●定期的に情報リテラシー※に関する研修を実施します。
●法令に則った情報管理を行うため、事務取扱を整備し、研修を通して周知徹底を行います。

●情報資産の漏えい・破壊、改ざん・消去、詐取・内部不正等を意図的に行う不正アクセス
やウイルス攻撃等のサイバー攻撃、部外者の侵入等への対策を強化します。

●必要な時に市政の情報にアクセスできるよう、ホームページや各種 SNS などを活用し情報
提供に努めます。

●職員が法令等を十分理解し、個人情報を適正に管理する必要があります。
●情報公開請求には、正確で迅速な対応が求められています。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い

▪ 課題を解決するための取組み

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

職員の研修強化

情報セキュリティの確保

個人情報を適切に管理し、
市政に関する情報を早く正確に開示することにより、
市民は市政を信頼し、安心して暮らすことができます。

総務課
めざすまちの姿❷

総
務
部
の
目
標 

｜ 

総
務
課



46

各
部
の
目
標 

｜ 

総
務
部

●正確で迅速な情報提供を図るため、紙媒体から電子媒体へと情報の切り替えを進めます。

●白河市情報セキュリティポリシー関連する
計画

情報の利便性の向上

※　情報リテラシー：様々な情報を適切に活用できる能力のこと。用語解説

情報セキュリティ研修
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各部の目標

市民の信頼に応える行政を推進します
● 総務部の目標
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　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、社会構造や生活スタイルに変化が見られています
が、これを地域再生のチャンスと捉え、歴史・文化のまちの魅力を積極的に発信するとともに、
市民一人ひとりが誇りと愛着を持てるまちの実現を目指します。
　また、未来へ希望を持ち次世代が安心して暮らせる魅力的なまちとして発展し続けるため、
それを支える財政基盤の強いまちを目指します。

●限られた財源で、多種多様化する行財政需要や新たな行政課題に的確に対応していくため、
予算編成や事業評価で既存事業の徹底した見直しを進めます。

 
●公債費の平準化と利子負担軽減のため、減債基金などを活用し、計画的に繰上償還を実施
します。

●財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、高齢化に伴う扶助費や老朽化が進む公共施設の
維持補修費、災害対応等による公債費の負担増により高い水準にあるため、政策的な事業
に充てる財源を確保することが重要です。

●臨時財政対策債の借入や合併特例債事業の実施などにより増加した、合併時点を上回る地
方債残高を減少させる必要があります。

●公共施設は、少子高齢化や社会経済情勢の変化などにより長期的な視点をもって計画的に
更新、統廃合、長寿命化等を行っていく必要があります。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い

▪ 課題を解決するための取組み

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

事業の見直し

繰上償還の実施

日常生活において豊かさを実感できる
財政基盤の強いまちを目指します。

財政課
めざすまちの姿

総
務
部
の
目
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｜ 

財
政
課
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●将来の緊急的な支出などにも対応するため、毎年度、地方財政法第 7 条の規定に基づき、
繰越金の一定額を基金に積み立てます。

●供給（最適な施設量）・品質（安全・安心・快適性の確保）・財務（長期にわたる経済的なコスト）
の３つの視点から、施設の最適化に取り組み良質なサービス供給に努めます。

●白河市の財務書類
●公共施設等総合管理計画
●公共施設個別施設計画

関連する
計画

基金への積立

公共施設適正管理の推進

市役所本庁舎
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各部の目標

市民の信頼に応える行政を推進します
● 総務部の目標

49

　建設業界では労働者の高齢化が進行し、慢性的な人手不足となっており、さらに、今後多
くの労働者の引退が見込まれ、若い労働者の確保が急務となっています。
　そのため、市では、引き続き、公平公正な入札契約に取り組むとともに、建設業界の「働
き方改革」や、公共工事の適切な発注による施工時期の平準化を推進します。また、これに
より、建設業者の経営や労働者の生活の安定、地域の担い手である建設業者の持続的な発展
を目指します。

●㋚債務負担行為の活用、㋛柔軟な工期の設定（余裕期間制度の活用）、㋜速やかな繰越手続、
㋝積算の前倒し、㋞早期執行のための目標設定（執行率等の設定、発注見通しの公表）に
積極的に取り組むとともに、早期発注に努め、施工時期の平準化につながる体制を整えて
いきます。

●年度管理された予算のため、年度初めの工事量が少なく、年度半ばから後半にかけての工
事量が多くなっています。この施工時期の偏りを是正するため、国が示す「さしすせそ」
の取組みを推進する必要があります。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い

▪ 課題を解決するための取組み

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

平準化に向けた取組み「さしすせそ」の推進

公平公正な入札・契約に取り組むとともに、
市民が安心して生活できる社会基盤づくりを
目指します。

工事契約検査室
めざすまちの姿

総
務
部
の
目
標 

｜ 

工
事
契
約
検
査
室
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完了検査
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各部の目標

市民の信頼に応える行政を推進します
● 総務部の目標
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　多様化する市民ニーズに適切に対応できる効率的で効果的な行政運営が求められています。
　このため、業務の見直しを進めるとともに、デジタル技術やデータを活用し迅速で効率的
な事務処理を可能とするなど、便利で豊かな社会の実現を目指します。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い

●多様化する市民ニーズに対し、限られた資源で迅速かつ質の高い行政サービスを提供し続
ける必要があります。

●インターネットや SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）が利用できないなどのデ
ジタルデバイド※１が生じており、その解消が必要です。

●快適で持続性のある行政経営を実現するため、デジタル技術を用いた DX（デジタルトラン
スフォーメーション）※２の推進が必要です。

●各種計画の進捗状況を的確に把握するとともに、データ活用による行政の効率化・高度化
を図るため、正確な統計調査が必要です。

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

●職員が政策立案や相談などの業務に集中できるよう生成 AI 等のデジタル技術を活用し、単
純な入力作業などの自動処理化を進めます。

●ワークライフバランスを実現するとともに、多様な人材の働きやすい職場環境をつくるた
めテレワークを推進します。

●電子決裁システムなどの導入により、更なる業務時間の削減とペーパーレスを進めます。

●市役所に行かなくても、いつでも・どこでも・簡単に行政手続きができるオンライン申請
を充実させるとともに、タブレット等の画面を通して、遠方でも子育てや移住、介護など

デジタルでつながる市役所の推進

デジタルによる業務改革

デジタルで拓く、質の高い市民サービスの実現と
持続可能な行政経営を目指します。

行政経営課
めざすまちの姿

総
務
部
の
目
標 

｜ 

行
政
経
営
課

▪ 課題を解決するための取組み
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●白河市DX推進方針
●白河市行政経営改革プラン

関連する
計画

※ 1　デジタルデバイド（情報格差）：コンピュータやインターネットなどの情報技術を利用したり使いこなし
たりできる人と、そうでない人の間に生じる、貧富や機会、社会的地位などの格差のこと。

※ 2　DX（デジタルトランスフォーメーション）：進化した IT 技術を浸透させることで、人々の生活をより良
いものへと変革させるという概念のこと。

用語解説

の相談ができる環境を整備します。
●書かない・待たない窓口環境を整備し、来庁する市民の負担を軽減します。
 

●オンライン予約システムを導入することにより利便性の向上を図り、公共施設の利活用を
促進します。

●スマホ教室を開催することにより、高齢者などのデジタルデバイドを解消します。
●研修や講習会等を開催し、職員のデジタルスキルの向上に努めます。
●地域経済の活性化・課題解決を図るため官民協働によるデータ連携を進めるとともに、情
報共有を踏まえセキュリティ対策を講じます。

●デジタル化を推進するため公共施設等のネットワーク環境を整備します。

●客観的なデータに基づき市の現状や課題を把握するため、各種統計調査を円滑に実施する
とともにその結果を分析し施策に活用します。

●市が保有するデータや各種統計調査の結果について、市民や事業者が容易に利活用できる
ようインターネット等を通して公開します。

デジタル基盤・人づくり

統計調査の円滑な実施

DX研修
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各部の目標

市民の信頼に応える行政を推進します
● 総務部の目標
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　税金は行政サービスを維持・向上するため、社会全体で公平に負担するものです。税金を
納めてもらえない場合、行政サービスが滞り、市民・納税者にとって暮らしにくいまちになっ
てしまいます。
　このため、公平かつ適正な課税を実施するとともに、未納者に適切な指導・処分を行い税
負担の公平性を確保します。また、税情報の周知や租税教育を通して、税金を納期限内に自
主的に納付してもらえるまちにしていきます。

●共通納税システム（eLTAX）※による納税手段の拡大、納付確認システムを利用した車検時
納税証明の省略により納税者の利便性向上を図っていきます。

●利便性向上のため、さらに効果的な方法等について、調査・研究を行っていきます。

●社会のキャッシュレス化の動きに合わせ、納税のキャッシュレス化など納付方法の選択肢
を増やし、利便性を向上していく必要があります。

●納税者に分かりやすい案内・周知を行い、利便性の良いデジタル化を推進することが重要
です。

●自主納付を促すきめ細やかな対応に努めるとともに、適切に滞納処分を行う必要がありま
す。また、関係団体と協力して学校での租税教室を積極的に行うことで、納税意識の醸成
を図る必要があります。

●税制改正の内容について、効果的な案内・周知を図り、市民・納税者の理解を深める必要
があります。

▪ めざすまちの姿を設定した背景と想い

▪ 課題を解決するための取組み

▪ めざすまちの姿を達成するための課題

キャッシュレス納税をはじめとする利便性向上

納税者の自主納付により安定した
行政サービスを持続的に提供できる財源を確保します。

税務課
めざすまちの姿

総
務
部
の
目
標 

｜ 

税
務
課
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●関係機関と連携しながら案内・周知を進めることで、非接触・非対面による電子手続の活
用を進めていきます。

●コールセンターより未納者へ納税を促すほか、必要に応じて納付相談を行います。それで
も納付がなされない場合は法令に基づき適切な滞納処分を進めます。

●納税者の知りたい税情報の案内・周知に加え、税務署と連携した「租税教室」の開催により、
次代を担う子どもたちへ税金の意義や役割を理解してもらえるように努めていきます。

※課題を解決するためのすべての取組みに対し、さらに効果的・効率的な方法について調査
研究を行っていきます。

税務行政デジタル化への対応

未納者対策の実施

税金に関する情報の周知・啓発

※　共通納税システム（eLTAX）：地方税における手続きを、インターネットを利用して電子的に行うシステム
のこと。

用語解説

租税教室


